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腎虚血一
再灌流 モ デル を用い た大黄牡丹皮湯の 効果

富 山医科薬科大学　和漢薬研究所　細胞資源工 学部門

横澤隆子、○劉　中武 、 董　而博 、 織田　聡 、 服部征雄

【目的】虚血に陥 っ た組織 へ の 血流再開に よ り、 虚血時に 加え 、さ ら に新た なる障害が負

荷 され、そ の 障害 の メ デ ィ エ
ー

タ
ー

と して 、再灌流時に供給 され る酸素分子 に 由来す る ブ

リ
ー

ラ ジ カ ル が注 目され 、 そ の 消去系ある い は産生系か らの 解明が進 め られ て い る。 本研

究で は代表的な駆瘢血作用を有する構成生薬か らな る大黄牡丹皮湯の 効果を検討 した 。

【方法】 1．動物実験 ： Wistar系雄性 ラ ッ ト （6 週齢、体Si　150g前後） に 各 エ キ ス 剤

（大黄牡丹皮湯、大黄、牡丹皮 、 桃仁） を200  ／kg　B．　W ．／day経 囗投与 した 。 20日後に 左

腎動 ・静脈 、 尿管を45分間遮断、そ の 後 2 時間再灌流 し、 腹部 ド大動脈か ら採血 した
。 次

い で 氷冷 した生理食塩水 で 灌流後、腎臓 を採取 し 、 各種血清成分 、 腎組織中 の ラ ジ カ ル 消

去酵素活性 を測定 した 。 2．細胞 培養実験 ： LLC −PK 且細胞 を D −MEM ／F −12に 5 ％ FCS

を添加 した 培地 で 培養 し、 コ ン フ ル エ ン ス に 達 し て か ら細胞 を 1 穴 あた り104個ず っ seed

した 。 2時間後に サ ン プ ル を添加 し、41時間培養 した
。 次 い で低酸素下 （酸素濃度 2 ％未

満） で 6 時間培養後 、 通常 の 条件下 （95％ air ，5 ％ CO ，）で 1時間培養す る こ とで 再酸素

化 と した 。 また通常の 条件下 の み で 48時間培養 した群 も設け た 。 細胞障害 の 指標と して 培

地 中 へ 漏出 し た LDH 活性 を測定 した 。

【結果】大黄牡丹皮湯群 で は BUN 、
　 Cr が低 トし 、 血清、腎組織中の MDA も低 ドした 。

抗酸化 酵素 で は GSH −Px が有意に 上昇 し、 構成生薬 の 中 で は大黄 に お い て 類似 した 作 用

が 認 め られ た 。 LLC −PK ，細胞を用 い た実験 で も大 黄牡丹皮湯 と大黄に 細胞 障害 を抑制す

る知 見が認め られた 。

【結論】大黄牡丹皮湯に酸素 ス ト レ ス に 対す る抑制作用 が 認 め られた 。
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